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高齢者施設における新型コロナウイルス感染症拡大防止 面会ガイドライン 新旧対照表     （傍線の部分は変更部分） 

新（第３版） 旧（第２版） 

１ 基本的な考え方 

〇  高齢者は新型コロナウイルス感染症の重症化リスクが高く、施設内に

ウイルスを持ち込まないことが最も有効な感染防止策といえる。 

〇  従前の自由な面会方法ではウイルスが持ち込まれるリスクが高いと考

えられる。 

〇  感染拡大防止の観点から、多数の高齢者が生活する施設においては、

面会については可能な限り安全に実施できる方法を検討することが必要

である。 

〇  一方で、長期間にわたる面会制限は利用者や家族に心理的な負担を与

えるものであり、利用者のＡＤＬやＱＯＬに悪影響を及ぼすおそれもあ

る。 

〇  利用者と家族との交流の機会を確保するため、従前の面会方法にかわ

る「新しい生活様式」に即した面会方法（オンライン面会の活用やパー

テーション越しの面会など）への積極的な取組みが望まれる。 

〇  そこで、地域の感染発生状況に応じて、新しい生活様式に即して十分

な感染防止対策を講じた上での面会方法を検討し、実施することは差し

支えないものと考えられる。 

〇 面会の実施方法を判断する際、入所者及び面会者がワクチン接種済み

または検査陰性であることを確認できた場合は、対面での面会実施を検

討すること。 

 〇 なお、こうした取り組みを行う際は、面会方法等について施設内で十

分に検討し、面会者に対し丁寧に説明を行うことが必要である。 

 

 

 

２ 面会を行う場合の留意点 

オンラインではなく、対面による面会を行う場合は、次に示す【留意事

項】を踏まえて、新しい生活様式に即して感染防止対策を徹底し実施する

こと。 

【留意事項】 

事前の調整事項 

・ 面会の実施方法等を施設内で検討し、面会の実施方針を定めること。

１ 基本的な考え方 

〇  高齢者は新型コロナウイルス感染症の重症化リスクが高く、施設内に

ウイルスを持ち込まないことが最も有効な感染防止策といえる。 

〇  従前の自由な面会方法ではウイルスが持ち込まれるリスクが高いと考

えられる。 

〇  感染拡大防止の観点から、多数の高齢者が生活する施設においては、

看取りなど緊急やむを得ない場合を除き、原則として面会を制限するこ

とが必要である。 

〇  一方で、長期間にわたる面会制限は利用者や家族に心理的な負担を与

えるものであり、利用者のＡＤＬやＱＯＬに悪影響を及ぼすおそれもあ

る。 

〇  利用者と家族との交流の機会を確保するため、従前の面会方法にかわ

る「新しい生活様式」に即した面会方法（オンライン面会の活用やパー

テーション越しの面会など）への積極的な取組みが望まれる。 

〇  そこで、地域の感染発生状況に応じて、看取り以外の場合でも、新し

い生活様式に即して、十分な感染防止対策を講じた上での面会方法を検

討し、実施することは差し支えないものと考えられる。 

 （新設） 

 

 

〇 また、利用者と家族の双方がワクチン接種を完了している場合に、よ

り制限を緩和した面会方法を行うことも考えられるが、こうした取り組

みを行う際は、面会方法等について施設内で十分に検討し、面会者に対

し丁寧に説明を行うことが必要である。 

 

２ 面会を行う場合の留意点 

オンラインではなく、対面による面会を行う場合は、次に示す【留意事

項】を踏まえて、新しい生活様式に即して感染防止対策を徹底し実施する

こと。 

【留意事項】 

事前の調整事項 

・ 面会の実施方法等を施設内で検討し、面会の実施方針を定めること。

Administrator
スタンプ
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（削除） 

 

 

・  利用者と面会者の双方がワクチン接種済みまたは検査陰性※であ

る場合には、制限レベルの低い対面面会を行うことが可能と考えられ

るが、こうした対応を取る場合は、ワクチン接種や検査状況の確認方

法、面会の実施方法等について、あらかじめ実施方針に定めておく必

要があること。 
※参考 「ワクチン・検査パッケージ制度要綱」（令和３年11月19日新

型コロナウイルス対策本部策定） 

 

・  面会者にマスク着用を求める等の対応だけで従前と変わらない面

会方法をとることは不適当であり、人数、時間、方法等の条件を付し、

十分な感染防止の措置を講じた上で面会を行うことが求められるこ

と。 

・  面会を行う場所は利用者の生活が過ごす場所（居室や共同生活スペ

ース）や換気が悪い部屋や多くの人が集まる部屋を避けること。 

（削除） 

・  面会は予約制とし、面会時間を管理すること。 

・  ついたてや感染防止パネルの設置、ガラス越しの面会など感染リス

クを下げる方法を検討すること。 

・  県が発行する感染防止対策取組書を掲示し、面会者に対し施設の感

染防止の取組を周知する、面会者がＬＩＮＥコロナお知らせシステム

を活用できるようにするなどの対応を行う。 

・  地域の感染発生状況等により当該施設での感染が危惧される場合

は面会を行わないことを事前に説明すること。 

 

面会前の留意事項 

・  利用者に発熱やせき等の症状がある場合は面会を行わないこと。 

・  面会者に対し、健康チェックシートをもとに健康状態の確認を行う

こと。 

・  面会簿等への記入を求め、面会者の連絡先を把握すること。 

 

面会実施時の留意事項 

・  看取り期にある場合のほか、長期間の面会途絶が利用者の心身に悪

影響を及ぼしていると判断される場合等など、対面面会が必要か十分

に検討すること。 

・  利用者と面会者の双方がワクチン済みである場合には、制限レベル

の低い対面面会を行うことが可能と考えられるが、こうした対応を取

る場合は、ワクチン接種状況の確認方法や面会の実施方法等について

、あらかじめ実施方針に定めておく必要があること。 

 

 

 

・  面会者にマスク着用を求める等の対応だけで従前と変わらない面

会方法をとることは不適当であり、人数、時間、方法等の条件を付し

、十分な感染防止の措置を講じた上で面会を行うことが求められるこ

と。 

・  面会を行う場所は利用者の生活が過ごす場所（居室や共同生活スペ

ース）や換気が悪い部屋や多くの人が集まる部屋を避けること。 

・  面会者は１名または必要最小限度の人数とすること。 

・  面会は予約制とし、面会時間も短時間とすること。 

・  ついたてや感染防止パネルの設置、ガラス越しの面会など感染リス

クを下げる方法を検討すること。 

・  県が発行する感染防止対策取組書を掲示し、面会者に対し施設の感

染防止の取組を周知する、面会者がＬＩＮＥコロナお知らせシステム

を活用できるようにするなどの対応を行う。 

・  地域の感染発生状況等により当該施設での感染が危惧される場合

は面会を行わないことを事前に説明すること。 

 

面会前の留意事項 

・  利用者に発熱やせき等の症状がある場合は面会を行わないこと。 

・  面会者に対し、健康チェックシートをもとに健康状態の確認を行う

こと。 

・  面会簿等への記入を求め、面会者の連絡先を把握すること。 

 

面会実施時の留意事項 
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・  面会者にマスクの着用、手指の消毒または十分な手洗いを求めるこ

と。 

・  目、鼻、口の粘膜からの感染を防止するため、面会者が利用者の口

や鼻を拭いたり、涙をぬぐう等の行為を行うことがないよう留意する

こと。 

・  利用者と面会者との距離を十分にとること、ついたてやガラス越し

とするなど、飛沫感染防止の対策を講じること。 

・  利用者と面会者の双方がワクチン接種完了者または検査陰性であ

る場合は、隣り合って話すことや手を握ることも差し支えないが、こ

の場合でも双方のマスクの着用と面会前後の手指消毒は徹底するこ

と。 

 

面会後の留意事項 

・   面会者に手指消毒または十分な手洗いを求めること。 

・   面会者が触れた部分をアルコールまたは次亜塩素酸ナトリウムで

清拭消毒すること。 

・   面会後２週間の間に発熱等の異常があった場合は速やかに施設に

連絡するよう求めること。 

・   面会の実施状況（面会の日時・場所、面会した利用者名・面会者名、

面会者に対応した職員名等）を記録すること。 

 

３ 面会に関する指針の整備と利用者・家族への十分な説明 

〇  新型コロナウイルス感染防止対策は長期間の対応が予測されることか

ら、新しい生活様式に即した面会方法の工夫について定めた指針を施設

において策定することが望ましい。 

〇  指針の作成にあたっては下記参考資料を参考に感染症対策委員会等で

組織的に検討することが望ましい。 

〇  指針に盛り込むべき項目としては、①面会についての基本的な考え方、

②地域の感染状況に応じた面会方法の選択、③面接方法等についての周

知方法、④面会の実施方法、⑤面会者の記録方法等が考えられる。 

〇 利用者と面会者双方がワクチン接種完了者または検査陰性である場合

に、より制限を緩和した面会方法を認める場合は、ワクチン接種や検査

状況の確認方法、具体的な面会方法等について実施方針に盛り込むこと。

また、実施方針の変更について、家族等に周知を図ること。 

・  面会者にマスクの着用、手指の消毒または十分な手洗いを求めるこ

と。 

・  目、鼻、口の粘膜からの感染を防止するため、面会者が利用者の口

や鼻を拭いたり、涙をぬぐう等の行為を行うことがないよう留意する

こと。 

・  利用者と面会者との距離を十分にとること、ついたてやガラス越し

とするなど、飛沫感染防止の対策を講じること。 

・  利用者と面会者の双方がワクチン接種完了者である場合は、隣り合

って話すことや手を握ることも差し支えないが、この場合でも双方の

マスクの着用と面会前後の手指消毒は徹底すること。 

 

 

面会後の留意事項 

・   面会者に手指消毒または十分な手洗いを求めること。 

・   面会者が触れた部分をアルコールもしくは次亜塩素酸ナトリウム

で清拭消毒すること。 

・   面会後２週間の間に発熱等の異常があった場合は速やかに施設に

連絡するよう求めること。 

・   面会の実施状況（面会の日時・場所、面会した利用者名・面会者名

、面会者に対応した職員名等）を記録すること。 

 

３ 面会に関する指針の整備と利用者・家族への十分な説明 

〇  新型コロナウイルス感染防止対策は長期間の対応が予測されることか

ら、新しい生活様式に即した面会方法の工夫について定めた指針を施設

において策定することが望ましい。 

〇  指針の作成にあたっては下記参考資料を参考に感染症対策委員会等で

組織的に検討することが望ましい。 

〇  指針に盛り込むべき項目としては、①面会についての基本的な考え方、

②地域の感染状況に応じた面会方法の選択、③面接方法等についての周

知方法、④面会の実施方法、⑤面会者の記録方法等が考えられる。 

〇 利用者と面会者双方がワクチン接種完了者である場合に、より制限を

緩和した面会方法を認める場合は、ワクチン接種状況の確認方法や具体

的な面会方法について実施方針に盛り込むこと。また、実施方針の変更

について、家族等に周知を図ること。 
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〇 利用者や面会者がワクチン接種を完了していないことを理由に著しく

不当な取扱い（面会はワクチンを接種した者に限定し、ワクチン未接種

は施設内への立入を完全に認めないなど）をすることがないよう留意し、

ワクチン接種していない面会者とも交流を図ることができるよう工夫す

ること。 

〇  長期間にわたる面会の制限は、利用者や家族に不利益をもたらすもの

であり、施設に対する信頼感が損なわれる原因にもなりうることから、

利用者や家族等に対し、施設の感染拡大防止の取組み内容や、新しい生

活様式に即した面会方法の工夫に関する方針を丁寧に説明し、理解を得

られるように努めること。 

 

４ （略） 

 

５ 参考資料 

・社会福祉施設等における感染拡大防止のための留意点について（その２）

〔令和２年４月7日付け厚生労働省健康局結核感染症課ほか連名事務連絡〕

・高齢者施設等におけるオンラインでの面会の実施について 

・いわゆる「新しい生活様式」に関する留意点について（改訂その１） 

〔令和２年５月 29日付け公益社団法人全国老人福祉施設協議会通知〕 

・高齢者介護施設における感染対策 

〔一般社団法人 日本環境感染学会作成のマニュアル〕 

・新型コロナウイルス感染症に係る対応マニュアル（詳解） 

〔公益社団法人全国老人福祉施設協議会作成のマニュアル〕 

・社会福祉施設等における面会等の実施にあたっての留意点について 

〔令和３年 11月 24日付け厚生労働省健康局結核感染症課ほか連名事務連

絡〕 

 ・ワクチン・検査パッケージ制度要綱 

 〔令和３年11月19日新型コロナウイルス感染症対策本部策定〕 

〇 利用者や面会者がワクチン接種を完了していないことを理由に著しく

不当な取扱い（面会はワクチンを接種した者に限定し、ワクチン未接種

は施設内への立入を完全に認めないなど）をすることがないよう留意し、

ワクチン接種していない面会者とも交流を図ることができるよう工夫す

ること。 

〇  長期間にわたる面会の制限は、利用者や家族に不利益をもたらすもの

であり、施設に対する信頼感が損なわれる原因にもなりうることから、

利用者や家族等に対し、施設の感染拡大防止の取組み内容や、新しい生

活様式に即した面会方法の工夫に関する方針を丁寧に説明し、理解を得

られるように努めること。 

 

４ （略） 

 

５ 参考資料 

・社会福祉施設等における感染拡大防止のための留意点について（その２） 

〔令和２年４月 7 日付け厚生労働省健康局結核感染症課ほか連名事務連絡〕 

・高齢者施設等におけるオンラインでの面会の実施について 

・いわゆる「新しい生活様式」に関する留意点について（改訂その１） 

〔令和２年５月 29日付け公益社団法人全国老人福祉施設協議会通知〕 

・高齢者介護施設における感染対策 

〔一般社団法人 日本環境感染学会作成のマニュアル〕 

・新型コロナウイルス感染症に係る対応マニュアル（詳解） 

〔公益社団法人全国老人福祉施設協議会作成のマニュアル〕 

 
 

 

 

 



5/6  

 
 

新 （第３版） 旧 （第２版） 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （略） 
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